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1. 研究の概要

1.1 背景と動機
近年日本におけるネパール人留学生が急増している。日

本学生支援機構の「外国人留学生在籍状況調査」による
と，ネパール人留学生は，2023年にはベトナム人留学生を
上回り，中国に次いで2番目に多くなった。人数として
は，留学生全体が279,274人であるのに対し，ネパール人
留学生は37,878人であり，留学生全体の13.6%を占める

（2023年5月1日時点）。このような状況下，筆者は日本語
学校及び専門学校で教員として働く中で，多くのネパール
人留学生とかかわってきた。その中で，日本語力が伸長し
ようがしまいが，日本語学校を終え専門学校に進学し卒業
すると，日本で仕事を得て日本での滞在を継続している彼
らの姿を多く見てきた。「日本語力がなければ就職は厳し
い」と説き授業をする一方で，日本語力が相当低くても日
本国内で就職していく留学生が多いという実態がある。

「これは何なのか」という疑問が本研究の動機である。彼
らにとって日本語力の伸長は必ずしも一義的な意味がある
ものではなく，もっと大きく「日本留学」そのものに意味
があるのではないかと考えた。

ネパール人日本留学生を対象にした調査研究は，留学背
景や留学中の様相に関するもの等「在学中の留学生」を対
象としたものが多く，留学生活を終えた後を対象とした研
究はまだあまり見られない。本研究では，「元日本留学生」
に焦点を当て，日本留学が彼らにとってどのような意味を
持つのかを探る。

1.2 目的と意義
本研究では，ネパール人留学生の留学背景や特徴等に関

する先行研究や統計データを踏まえ，ネパール人元日本留
学生にインタビュー調査を実施した。留学生活を終え，日

本での就職という目的を果たして日本で生活している今，
実際に彼らが日本留学をどう捉えているかを考察する。

本研究の意義は主に3つある。第一に，ネパール人留学
生に関する既存研究の多くが在学中を対象としているのに
対し，本研究は留学後という時間軸を含めた連続的な経験
を扱う点である。第二に，彼らの語りを質的研究法である

「M-GTA（修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー
チ）」を用いて分析することで，個々の経験から抽象化さ
れた理論的枠組みを導くことである。第三に，教育現場に
いる日本語教師としての問題意識を基点にしながら，留学
生支援や進路支援に関する実践的な示唆を導く点である。

2. ネパール人日本留学生の特徴と課題

2.1 ネパールの基本情報
ネパールは，正式名称を「ネパール連邦民主共和国」と

いい，南アジアに位置する内陸国である。北は中国，南は
インドと国境を接し，面積は約14.7万㎢であり，日本の北
海道の約1.8倍に相当する。人口は約3,054万人（2022年）
とされる（外務省）。

ネパールの主要産業は農林水産業であり，労働人口の約
6割が農林水産業に従事している。国内総生産（GDP）に
農林水産業が占める割合は最も多いが24.1%にとどまり，
生産性は低い。一方で，ネパールでは古くから海外出稼ぎ
が盛んである。2024年現在までの海外出稼ぎ労働者数は
649万人であり，ネパールの人口の2割以上が海外へ出稼
ぎに行っていることになる。2022/23年度の郷里送金額は1
兆2,206億ルピーで，これはGDPの22.7%に相当する。主な
出稼ぎ先はマレーシア，カタール，サウジアラビア等であ
るが，インド・ネパール間の国境は通行自由であり，公的
統計はないもののインドが最大の出稼ぎ先であると推測さ
れる（在ネパール日本国大使館, 2024）。
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2.2 ネパールの教育
ネパールの学校教育は，基礎教育（class1〜8），中等教

育（class9〜12）から構成される。基礎教育の開始年齢は
通常5歳とされるが，実際には4歳での入学が多く，逆に
10代後半以降での就学者も珍しくない（引田, 2024）。義
務教育は無償とされるものの，実際には学年が上がる度に
入学金を払ったり，補習や部活動に追加費用が必要になっ
たりするなど完全に無償とは言いがたい。全国的な義務教
育制度は定められておらず，転校や退学が原因でclass1入
学時の人数がclass5までに75%に減った例もあるという。

学校は私立と公立に分かれる。公立学校ではネパール語
を中心に授業が行われるが，私立学校の多くは英語による
授業を行うため，英語力において大きな差が生じる傾向が
ある。ネパールの教育で，試験は大きな意味を持つ。引田

（2024）によると，ネパールの多くの学校では試験が学習
の中心にあり，特に卒業試験は重視される。試験に合格す
るために，宿題が多く課されるが，一方で予習復習をする
習慣はなく，理解より暗記が重視される傾向がある。学区
はなく経済的に余裕のある生徒は，遠方の卒業試験合格率
の高い人気校に通うこともある。進級のための試験は小学
校から大学まであり，大学の進級も1年ごとに試験が行わ
れ，その合格率は20%とも言われておりネパールの大卒資
格を取得するのは容易ではない。

以上からネパールの教育では，卒業や進級のための試験
が重視され，詰め込み型の勉強をする一方，自ら予習復習
をする習慣はないこと，理解度を測るという日本のテスト
の目的は理解されにくいこと，英語教育に力を入れている
ネパール内でも公立と私立の学校間でかなりの差があるこ
と等が分かった。

2.3 留学の背景
ネパールは，人口規模こそ大きくないものの，海外の高

等教育機関へ進学する若者が非常に多い国である。
UNESCO（2022）によれば，海外留学生数は95,092人にの
ぼり，統計対象210か国中10位に位置する。さらに，海外
留学生比率（OMR）は20.64％と高く，国民所得が低い

（1人当たりGDP世界166位）にもかかわらず海外進学志向
が強いことが特徴である。

海外留学が増える背景には，ネパール国内の教育機会や
就業機会の不足がある。佐藤（2012）は，国内に十分な
雇用機会がないため，海外移住の第一段階として留学をす
る傾向が強いと述べている。

そのなかで日本は，英語圏に比べ学費や生活費が相対的に安
く，来日前の高い語学力も求められない点で魅力的な選択肢と
される。加えて，「働きながら学べる」という斡旋業者による
宣伝や，2008年の「留学生30万人計画」に後押しされた日本
語学校の積極的な受入れ拡大等が，留学先としての日本の存在
感を押し上げている。そのため，ネパール人留学生の中には，
日本語や日本の文化，技術を学びたいという理由ではなく，欧
米留学が難しい場合の第二の選択肢として日本を選ぶ者も多い。

2.4 留学生活の様相と課題
ネパール人日本留学生の留学中の生活について，岩切

（2015）は福岡県内の日本語学校A校の現状をまとめてい
る。彼らの多くは，本国での日本語学習経験が短く，ひら
がな，カタカナの読み書きも不十分な「ゼロ初級」の状態
で来日する。授業中にはネパール語での私語や居眠りが目
立ち，指名した学生とは別の学生が代わりに答えるなど，

「彼らは日本語の学習意欲が低い上，基本的な勉強の仕方
自体が，私たちの考えているそれと大きく異なってい
る」。引田（2024）が指摘した，試験重視で宿題が多い一方
で自律的な予習・復習の習慣が十分に育っていないという
教育文化の影響も示唆されるが，彼らが置かれた状況にも
着目する必要がある。佐藤（2016）によると，ベトナム，
ネパール，タイ，インドネシア，中国の5か国の留学生を
比較すると，ネパール人留学生はアルバイトの時間や収入
が最も多く，アルバイトに頼って生活することが分かっ
た。このことからも，ネパール人留学生の多くは，働きな
がら学ぶ生活スタイルを余儀なくされ，生活維持のための
アルバイトと日本語学習の両立に苦労すると推測できる。

2.5 卒業後の進路
日本語学校や高等教育機関を卒業したネパール人留学生

は，どのような進路に進むのだろうか。
一般財団法人日本語教育振興会の調査結果によると，令

和4年度（2022年度）中に日本語教育機関を修了したネ
パール人は793人であり，そのうち757人（95.5%）が進学
し て い る。 進 学 先 は 専 修 学 校（ 専 門 課 程 ） が730名

（96.4%）である。専門学校進学者の割合が他国と比較し
て突出して高いのがネパール人留学生の特徴である。

なお，専門学校卒業後のネパール人留学生の進路について
は，日本学生支援機構によると，2017年は日本国内での就職
率は37.5%だったものの，年々増加し2022年には78.4%と8割
近い専門学校卒業生が日本国内で就職している。このことか
ら，ネパール人留学生の多くが，日本語学校を経て専門学校
を卒業後，日本での就職を果たしていることが分かる。

2.6 本章での気付き
以上の先行研究や統計データからは，ネパール人日本留

学生の背景には国内の教育機会や就業機会の不足によって
海外へ活路を見出さざるを得ない事情や，日本側の事情と
して「留学生30万人計画」に後押しされた斡旋等，様々な
要因が絡み合っていることが分かった。また，留学生活で
は生活のためのアルバイトが切り離せないこと，卒業後は
多くが日本国内での就職を果たしていることも分かった。

ただ，最終的な目標が「日本での就労」ならば，「特定技
能」等の就労目的で来日してもいいはずである。それを彼
らが「留学」という形で来日する選択そのものに，どのよ
うな意味付けを見出しているのか，また日本で最初に学ぶ
場である日本語学校がどのように経験されているのかとい
う点は，検討すべき重要な課題ではないかと考えた。これ
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夢はネパールと今と変わったか」「あなたにとって日本語
学校の意味は」「あなたにとって日本留学はどんな意味が
あるか」等である。

3.3 調査の限界
ここで調査の限界について述べる。第一に協力者の性別

の偏りである。男女比にばらつきがないようにしたいと考
えたが，女性の卒業生は就職や結婚で遠方へ引っ越したり
育児中であったりして協力者を得ることが困難だった。日
本学生支援機構の調査によると，実際に協力者が留学生で
あった2019年頃のネパール人留学生の男女割合は女性が
37%であり男性に比して人数的にも少なかった。そのた
め，女性も含めた研究は今後の課題としたい。

第二に調査協力者と研究者との関係性による影響であ
る。調査協力者のうち5名は，筆者が勤務している専門学
校の卒業生である。このインタビューは筆者個人の研究で
あり学校とは何も関係ないこと，どんなことを答えても本
人が不利な扱いを受けることはないこと等を話し了解を得
た。その結果，良いことだけでなくネガティブな部分も率
直に話してくれたものの，関係性による影響が否定できな
い点は本調査の限界である。

4. 分析の方法

4.1 M-GTA分析とは
本研究の分析には，質的研究法の一つである「M-GTA

（修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ）」を用い
た。山崎（2019）によると，M-GTAは，人と人とのかか
わりあいで成り立つ人間の実践を理論化する質的研究アプ
ローチである。オリジナル版GTAのこだわりは理論生成
それ自体にあるが，M-GTAのこだわりは理論生成の意味
と生成された理論の実践的応用にある。そこで重視される
のが【研究する人間】であり，M-GTAでは【研究する人
間】が方法論的に強調される。これは徹底的に内省的で実
践的な研究者のあり方を指す。

木下（2007）によると，M-GTAは次の点を備えた研究に
適しているとされる。第一に実践的な領域，つまり健康問題
や生活問題を抱えた人々に専門的に援助を提供するヒューマ
ン・サービス領域である。第二に，サービスが行為として提
供され，利用者も行為で反応する直接的やりとり（社会的
相互作用）がある場合である。第三に，現実的に問題と
なっている現象で，研究結果がその解決に向けて実践的に
活用されることが期待されている場合である。第四に，研
究対象自体がプロセス的特性をもっている場合である。

4.2 本研究にM-GTA分析を用いる理由
上記を踏まえ，本研究でM-GTAを分析方法として選択

した理由は次の二点である。第一に，留学という行動が，
人が外国から移動し学習，生活をする中で様々な人との直
接的なやり取りが生じる，つまり，社会的相互作用が欠か

らの点について，インタビュー調査により分析・考察する。

3. 調査の設計

3.1 調査目的と倫理的な配慮
本研究では当初，来日の形として「留学」を選ぶネパー

ル人留学生にとって日本語学校が重要な役割を果たしてい
るのではないかという関心を持って調査を開始した。しか
し，インタビュー分析を深める中で，日本語学校の存在は
筆者が想定したほど大きくなく，それより学校外の生活や
進路選択，周りの人達との関係等の方が大きいことが分
かってきた。つまり，当初の想定そのものが思い込みだっ
たと分かってきたのである。そこで，彼らが日本留学をど
う経験し，どのように意味付けているのかという，より広
いテーマへと再設定した。

なお，調査に先立ち放送大学研究倫理委員会に倫理審査
を申請し，承認を得て調査を実施した。

3.2 調査の概要
調査協力者は，「ネパール人留学生として来日し，日本

語学校を経て専門学校や大学等の高等教育機関を卒業し，
現在日本で就労し生活しているネパール人元日本留学生」
とした。具体的には筆者が勤務する専門学校の卒業生に声
をかけ，他の協力者を紹介してもらう「雪だるま式標本
法」を採用し6名の協力を得ることができた。協力者の概
要は表1のとおりである。調査協力者には，研究の目的，
匿名性，守秘義務，協力の拒否権当を書面と口頭で説明
し，理解を得た。インタビューは１：１（DさんとEさん
は，本人の希望により２：１）の半構造化インタビューを
行った。調査は2023年12月から2024年6月にかけて実施した。

インタビューは，協力者の居住地近くの喫茶店や貸会議
室等で実施し，インタビュー時間は各54分～74分だっ
た。質問のトピックは「日本への留学理由」「留学前の準
備」「日本の生活で困ったことと解決方法」「ネパールと日
本の学校での勉強方法の違い」「日本語学校の勉強外のサ
ポート」「来日後サポートしてくれた人や影響を与えられ
た人はいるか，誰か」「進学について」「就職活動につい
て」「仕事を始めてからの価値観」「将来の希望」「将来の

表 1  調査協力者
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への留学動機は自分で思いついたことではなく，周りに経
験者が多く，特に珍しいことではないのではと推測した。

次に，他のデータにも同じような語りがないか確認した
ところ，Bさん，Dさん，Eさん，Fさんにも，下記のよう
な語りがあった。

「もうほぼほぼの友達は，色々な国に留学してて，あの
友達と友達たちに誘われて私も留学しようかなと。（B-2）」

「一緒にいた友達，日本は私より前来ていたから，
じゃ，１回申し込みしてみますって，日本に申し込みする
エージェントさんに行って，そこから相談して日本に来ま
した。（D-175）」

「友達とかもいるんで。（E-144）」
「お母さんのきょうだいの子どもとか，今はそう。先に

行って，今は埼玉にいる。（E-148）」
「いとこ２人が日本では留学してたから，最初は，友達

も勉強してたから一緒に勉強しようと思って。（F-125）」

これらの語りを，分析ワークシートのバリエーション欄
に具体例として書きこんでいったところ，上記のような語
りは今回の調査協力者6名のうち5名に見られた。そのた
め，具体例が豊富な概念になり得ると判断した。

これらの語りから，ネパール人元日本留学生は，親戚や
友達に留学経験者がいるケースが多く，日本留学は限られ
た人にだけの特別なことではなく，みんなしているから自
分もしよう，という動機につながっていると考えた。そこ
で，「親戚や友達に日本への留学経験者がいる。『みんなし
てるから』自分も日本に留学する。日本への留学は特別な
ことではない。」と定義し，「みんなしてるから」と概念名
を付けた。この時作成した分析ワークシートは表2のとお
りである。

せない行動だからである。第二に，本研究は今後も増加が
予想されるネパール人日本留学生にとって日本留学が持つ
意義を研究対象にしており，研究結果を実践的な現場に還
元して改善していける可能性があるからである。

4.3 M-GTAによる分析手順
M-GTAでは，データの収集と分析は分離するという立

場をとる。まず，半構造化インタビューによってデータを
収集し，その後，分析焦点者の視点から分析テーマに沿っ
て意味の解釈を行う（根本, 2024）。具体的な分析手順は
次の通りである（木下, 2003, 2007, 2020）

①分析テーマを設定する。②分析焦点者を設定する。③
インタビューデータの逐語録を丁寧に読み込み，逐語録か
ら，分析焦点者の視点で分析テーマと照らして重要だと思
われる個所を抜き出し，「バリエーション（具体例）」とし
て「分析ワークシート」に書き込む。④バリエーション
を，分析テーマに沿って深く解釈し，概念名を付ける。ま
た，意味を定義として文章化する。この段階では，概念名
も定義も暫定的なもので構わない。⑤概念・定義を解釈す
る際に気付いたことや，先行研究で明らかになっている理
論的裏付け等を，理論的メモ欄に書く。⑥更に，逐語録か
らバリエーションを抜き出し，概念・定義，理論的メモ欄
を書く。その際，既に書かれた概念・定義の対極例や，類
似例等を検討していく。⑦ ③～⑥を繰り返す。繰り返し
ながら，概念名や定義を修正していく。⑧新たな概念・定
義が生み出されなくなった段階で，分析を終了する。これ
を「理論的飽和化」という。⑨生成した概念同士の関係を
検討し，カテゴリーおよびサブカテゴリーを生成する。⑩
カテゴリー，サブカテゴリー，概念の関係を結果図として
まとめ，ストーリーラインで表す。

4.4 概念の生成例「みんなしてるから」
ここでは，本研究で実施した具体的な概念生成過程につい

て，概念「みんなしてるから」生成の例を用いて説明する。
まず，調査協力者Aさんへのインタビューの音声を文字

に起こし，逐語録を作成した。逐語録を読んでいくと，下
記のような語りがあった。以下，イタリック体で書いた部
分は語りの引用である。

「お姉さん（従姉）もいるから，お姉さんからも良い国
言われて，まあ日本に留学したほうがいいと思います。

（A-41）」
「はい。一緒に仕事した友達もみんな，あの，留学しま

したんで。（A-55）」
Aさんはネパールで仕事をしていたが，日本への留学ビ

ザ申請を３回行うも許可が下りず，4度目の申請でやっと
許可が下り28歳で来日した。お姉さん（と呼ぶが，実際は
父親の兄の娘である従姉）も，ネパールで一緒に仕事をし
ていた仲間も皆，日本への留学を果たす中，なかなか日本
留学の許可申請が通らずに諦めかけていたので，留学許可
の知らせは本当に嬉しかったという。このことから，日本

表 2  分析ワークシートの例
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5.3 結果図とストーリーライン
以上で分析した概念とカテゴリーを結果図としてまとめ

たものが，次ページの図１である。この結果図から次のよ
うなストーリーラインを描き出した。なお，ストーリーラ
インの【　】はカテゴリー，[　]はサブカテゴリー，〈　〉
は概念名を表す。

ネパール人元日本留学生は，【いい暮らしへの身近な選
択肢】として日本へ留学する。彼らはネパールにいるより

〈もっといい暮らし〉の可能性を模索していた。そのため

概念生成の段階では，概念ごとに分析ワークシートを立
ち上げて書き込み，類似性や対極性等に着目して比較検討
をしながら，この作業を繰り返す。

4.5 カテゴリー生成，理論的飽和化の判断
生成した概念を比較検討し，カテゴリーと必要に応じて

サブカテゴリーを生成する。そして，新しい概念はこれ以
上生成されないだろうという所で理論的飽和化を判断する。

理論的飽和化の前提として，データ自体が一定量であ
る か ど う か の 判 断 も 重 要 で あ る。 木 下（2003） は，
M-GTAは目安として10～20件のデータがあれば結果をま
とめることが可能とする。一方で，データ数が最低いく
つ必要かというのは問題ではない。データ範囲の限定理
由の方が重要であり，対象者が少ないことはあり得ると
する。本研究では調査協力者は6人と確かに少ない。しか
し，研究目的に照らし，次の2点から一定の結果が得られ
ると判断した。第一に調査協力者の条件に大きなばらつ
きがないことである。このため，同じような条件下での
ネパール人元日本留学生についての一定のデータが収集
できると考えた。第二に，M-GTAは主に限定された領域
内で説明力を持つ「領域密着理論」の生成を目指すもの
であり，研究の目的に則して考えれば，今回収集した
データからでも限定された領域での理論生成が可能だと
考えたためである。

4.6 結果図とストーリーラインの作成
データから概念を生成し，概念間のカテゴリーを生成し

た後は，分析を理論へとまとめる段階となる。具体的には
結果図とストーリーラインを作成する。

5. 調査の結果と分析

5.1 分析テーマと分析焦点者
M-GTAの分析は，分析焦点者の視点で分析テーマと照

らし合わせて意味の解釈を行う（根本, 2024）。M-GTAで
は【研究する人間】の視点から研究者を研究方法の中に組
み込み，方法論化する者であると説明されている。そのた
めには，分析テーマと分析焦点者の設定が不可欠である

（木下, 2020）。本研究では，下記のとおり設定した。
・分析テーマ：	ネパール人元日本留学生にとっての
		  日本留学の意味
・分析焦点者：	ネパール人元日本留学生（日本語学校
		  から専門学校等を経て日本で働き，
		  生活するネパール出身者

5.2 概念とカテゴリー
分析の結果，28の概念が生成され，6つのカテゴリー，

６つのサブカテゴリーにまとめられた。概念の一覧は表3
の通りである。

表 3  生成されたカテゴリー，概念と定義
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きないと進めないネパール〉，〈できなくても進める日本〉
という認識になり，〈漢字と言葉が難しい〉と感じる日本
語も，必死に勉強せずにやり過ごす。その結果，日本語力
があまり向上せず，日本語学校を卒業後は，自分の興味や
特性等を重視するわけでもなく〈就職しやすい専門学校
へ〉進学する。専門学校でも学ぶ努力をせず過ごした場
合，就職をする際に初めて【日本語の壁】に直面し，〈少
ない就職選択肢〉から就職することになる。〈もっと日本
語ができれば〉という思いを持ち就職した彼らには〈就職
後の葛藤〉があり，就職後暫くしてから会社に待遇改善を
求めていく。【学習観の違い】に囚われず地道な努力をし
て日本語力を向上させ専門資格を取った場合も，より良い
仕事への転職等〈就職後の葛藤〉を通して，職業生活を充
実させていく。

留学生活を終えて振り返ると，日本留学は〈良かったが
100%ではない〉。そして，仕事であれ家族であれ〈大事な
ものは自分軸〉で考えるという【冷静な自己評価】をして
いる。今後について〈将来は日本のパスポート〉が欲し
い，或いは〈将来はネパールへ〉帰りたい，〈将来は親と〉
いたいという[現実的な目標]を持つ一方で，〈ビザ更新の
不安〉，或いはネパールには〈もう帰れない〉という気持
ちから，〈将来は分からない〉といった[不透明な将来]へ
の不安もある。このように【希望と不安】を持ちながら日
本での生活を送っている。

6. 考察と結論

6.1 ネパール人日本留学生にとっての日本留学
ネパール人日本留学生が日本留学を目指す動機の根底に

あるのは，「より良い暮らしがしたい」という根源的な幸

に国外へ行くことを考えるが，彼らの親戚や友人は，既に
日本に留学している者も多く，日本留学は〈みんなしてい
るから〉する[身近な選択]である。留学エージェントも多
くあり，〈お金を準備すれば〉申請書類を書いたり，ビザ
取得の手続きを行ったりしてくれる。また，もともとネ
パールは〈多言語環境〉である。隣国インドとは地理的・
言語的に近く学ばなくても自然と〈ヒンディー語は分か
る〉。〈英語は小学１年から〉学校で学び，[異言語の壁が
低い]。このため，渡日前の日本語学習をさほど厳しいと
感じることもなく〈日本語はちょっと勉強する〉だけで渡
日する。

日本への留学を叶え渡日したネパール人元日本留学生に
とって，【留学生活はサバイバル】である。まず，言葉が
通じないために市役所の手続きや銀行口座開設等の[ライ
フライン]を整える〈生活基盤作りは日本語学校頼み〉で
ある。特に彼らにとって〈まずアルバイト〉探しは死活問
題である。ここで日本語学校からの紹介があればいいが，
ない場合は大変な苦労になる。この時[サポーター]として
頼りになるのが，日本語学校の〈優しい先生〉である。ハ
ローワークで一緒にアルバイトを探してくれたりしたこと
は，深い感謝として心に刻まれている。また，先に日本に
来ている〈ネパール人仲間〉にも助けられ留学生活を進め
ていく。アルバイトは言葉ができないため選り好みをする
ことはできず〈夜勤は仕方ない〉。厳しい生活を送る彼ら
にとって〈楽しい学校行事〉は良い思い出となる。

学校では【学習観の違い】もあり，勉強は必ずしもうま
くいかないことが多い。ネパールでは進級や卒業のための
試験が非常に厳しく合格しないと落第するため必死に勉強
してきた。一方，日本の学校は出席重視であるものの，試
験で悪い点数をとっても進級・卒業できる。そのため〈で

図 1  「ネパール人元日本留学生にとっての日本留学の意味」結果図
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皆就職を果たして日本に住み続けるのだろう」という疑問
からスタートした。本研究を通してネパール人日本留学生
にとって日本留学の意味の一端が明らかになった今，改め
て彼らに接する教師として今後の展望を考えたい。

まず，彼らは決して勉強を拒否しているわけではないこ
とが分かったのは非常に大きい。彼らにとっては，アルバ
イト必須の生活に加え，自律学習の経験が少ないという背
景がある。この点を理解して自律学習の習慣形成や，短時
間でも持続可能な学習方法，学び方そのものを指導する仕
組みを検討していきたい。また，彼らが「先生」に対して
強い感謝を示したことが印象的であった。この点は，教師
が単なる授業提供者にとどまらず，生活や進路，日本社会
への橋渡しを担う存在として受け止められていることをう
かがわせる。今後は教師自身の力量形成に加えて，学校と
して留学生を支える体制が十分かどうかを改めて問い直す
必要があると感じている。

ネパール人留学生は，これからも日本社会に存在し続け
るであろう。彼らが日本社会で安心して学び，働き，生活
していくためには，一層丁寧な実態の把握と教育機関や地
域社会による継続的な支援の在り方を検討する必要があ
る。本研究での学びを起点とし，筆者自身も現場でできる
実践と研究を続けていきたい。
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